
 

平成２６年４月３日 
各  位 

上 場 会 社 名  ユニーグループ･ホールディングス株式会社  
代 表 者 名  代 表 取 締 役 会 長  前 村  哲 路 

 (コード番号 8270 東証・名証第 1 部 ) 
問合せ先責任者    専務取締役   越 田  次 郎     

      ( T E L  0 5 8 7－ 2 4－ 8 0 6 6 ) 
 
 

業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成２５年１０月３日に公表した連結業績予想を下記のとおり修正しました 

のでお知らせいたします。 
 
 

記 
 
 
１.平成 26 年２月期通期 連結業績予想数値の修正 

（平成 25 年２月 21 日～平成 26 年２月 28 日）                  

 営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり

当期純利益

 
前回発表予想（Ａ） 

百万円

 1,032,400
百万円

31,100
百万円

30,500
百万円 

 12,000 
  円 銭
 51.82  

今回発表予想（Ｂ）  1,032,100 25,300 25,000 7,400  31.96

増減額（Ｂ－Ａ） △ 300  △ 5,800 △ 5,500   △ 4,600 
増 減 率 （ ％ ） △ 0.0 △ 18.6 △ 18.0    △ 38.3 

（ご参考）前期実績 
(平成 25 年２月期)  1,030,259  35,020 33,423 30,471 140.64

 
       
２.連結業績予想修正の理由 

連結営業収益は、わずかながら前回予想を下回る見込みです。荒利益額については総合小売業、専門店事業が

前回予想を下回る見込みであり、またコンビニエンスストア事業の加盟店収入も前回予想を下回る見込みである

ため、連結営業収益、連結営業利益、連結経常利益、連結当期純利益について業績予想を修正いたします。 
総合小売業では、天候不順の影響もあり、売上高は衣料品や住居関連品は苦戦しましたが食料品が伸びたため

計画を上回りました。しかし、荒利益率は計画を下回り、経費は主として販売費・光熱費が増加しました。コン

ビニエンスストア事業では、加盟店収入減や政策的投資の増加を他の経費の削減では補填しきれませんでした。

専門店事業では売上未達による荒利益額未達を経費削減では補えず、結果、連結営業利益は前回予想を下回る見

込みです。また連結当期純利益は連結経常利益減の他に、専門店事業における繰延税金資産取崩等による影響も

あり、前回予想を下回る見込みです。 
なお、前期実績の当期純利益においては、株式会社サークルＫサンクスの公開買付け等による負ののれん発生

益 18,074 百万円を含んでおります。 
  

 
※ 上記の予想は、現時点で入手された情報に基づき判断した予想であります。従いまして、実際の業績は様々な

要因により、これらの業績予想とは異なることがありますことをご承知おき下さい。 
  なお、当社は平成 25 年 5 月 16 日開催の定時株主総会において、決算期（事業年度の末日）の変更を行うこ

とを決議し、当連結会計年度の会計期間は平成 25 年２月 21 日から平成 26 年 2 月 28 日までの１年と８日間に

なっております。 
 

以上 


